
年の歳月を経て、総額3460万ドル以
上の寛大な寄付が集められたテラサ
キ武道館は、青少年バスケットボール
トーナメント、オリンピック観戦パー
ティーやその他のエキサイティングな
イベントに向けて準備を進めていまし
た。しかし、新型コロナウィルスの蔓延
により、全てキャンセルせざるを得ませ
んでした。

紆余曲折があったものの、開館準備
を進めていたスタッフは創造性を発揮
し、コミュニティに役立つ新しいスペー
スの利用法を考えることができました。

「奇妙なことに、パンデミックのせい
で普段行っていたことができなかった
ため、逆に他の使い道を追求していく
本当に良い機会でした」と、テラサキ武
道館のディレクター、ライアン・リーは
話しています。

武道館では、レクリエーション活動が
行えずにおりましたが、ソーシャルディ
スタンスを必要とするイベントを開催
するのには最適な場所として機能しま
した。会場は、2020年の大統領選挙
の投票センターに変わり、リトル東京

ホームコートがよ
うやく全ての人の
ために

とダウンタウンのコミュニティの人々
が投票できるようになりました。パン
デミックの後半には、コロナウイルス
予防接種クリニックを主催し、予防接
種へのアクセスに苦労していたリトル
東京の高齢者の健康と安全を確保し
ました。多様なコミュニティには多様
なニーズがあり、武道館は安心な集い
の場を提供するために機能することが
できました。

スタッフは、コロナウイルスの制限が
解除される時期を迎える準備をしてお
り、ジムに人が戻り活気づくことを楽し
みにしています。「子供用の靴が床にき
しむ音を聞いて、施設全体が活用され
るのを見るのが待ちきれません。この
施設はリトル東京とダウンタウンのコ
ミュニティの若者、家族、高齢者向け
に建設されました。プログラムを開始、
実行できることを嬉しく思います。25
年の歳月を経て、多くの障害を乗り越
えてきました。このパンデミックも同様
に乗り越えていきます。テラサキ武道
館をまた皆さんと共有するのが待ちき
れません！」とリーは言います。

www.TerasakiBudokan.org
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寺崎武道館スタッフ（左から右）: Curtis Takimoto, Ryan Lee, Kim Kawasaki, Michelle Chan

「武道館がこの世代のみならず、次世代のためにも、ここ
リトル東京で最も重要な機関の一つになることこを願っ
ています」
— LTSC設立時所長、ビル・ワタナベ



新型コロナウイルスのパンデミックは、
身体の健康だけでなく、メンタルヘル
スにも被害をもたらしました。学校が
閉鎖された際、LTSCのスタッフは低
所得者向けの住宅に住む若者が支援
を必要としていることを知り、１カ月以
内にレジデントサービスチームはアー
トなどといった創造性を使ったアクテ
ィビティを通してメンタルヘルスのトピ
ックに取り組むためのバーチャルワー
クショップを毎週開始しました。

アンジェリーナアパートに住むLTSC
のユースプログラミングのメンバーで
ある14歳のパトリシアは、家族をコロ
ナウイルスで失いうつ病で苦しんでい
た中、このワークショップに参加するこ
とで癒しを見つけました。看護師であ
る彼女の母親と祖母が最前線で働い
ている間、オンライン学校で学び、4歳
の妹の世話をするというストレスの多
い日々から一息つける時間です。「個
人的に自分の気持ちについて話すの
は好きでなく、内向的でしたが、ワーク
ショップを始めて以来、よりオープンに
なれ、幸せに感じるようになり、（クラ
スメート）は私に耳を傾けてくれ、この

メンタルヘルス支援
を通してレジリエンス

（回復力）を高める

困難な時期を乗り越える助けになりま
した」「自信の持ちように大きな変化が
ありました」

強力なサポートシステムを得て、パトリ
シアは自分の殻から抜け出し、学校の
ブラックライブスマタークラブの会長
として指導者的立場に就きました。ま
た、デジタルアートとファッションデザ
インを楽しんでおり、医療分野でのキ
ャリアを目指しています。「私と家族を
助けてくれて、いつも私たちのためにい
てくれた(LTSC)に感謝したいと思い
ます。毎週のワークショップを楽しみに
していますし、これら全てのことを一緒
にやり遂げられたことを非常に誇りに
思っています」

「子供が子供らしくいられるということは大切です。子供
たちは家族が抱えているストレスを認識しているため、そ
れを心で処理するための安全なスペースを確保すること
が重要なのです」
— LTSCレジデントサービスディレクター、ナンシー・アルカラス
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ケリーは、身体障害、精神的虐待、家
庭内暴力、貧困、ホームレス、がん治療
など、人生の大きな課題を克服してき
ました。また韓国系移民として、言語の
壁に苦しみ、必要なサポートを受ける
ことができず、ニーズが誤解されたり、
無視されたりしていました。これらの困
難にもかかわらず、強く立ち向かってい
ましたが、さすがにコロナウイルスは
一人で耐えることが難しいと感じまし
た。このパンデミックで家を失い、さら
には借金を抱えてしまったのです。「私
は困難な時期を生きてきましたが、こ
れはさらにどん底でした」「どうしてよ
いかわかりませんでした。」

幸い、ケリーは地元の韓国語ラジオで
LTSCの社会福祉についての番組を知
りました。「以前のネガティブな経験か
らソーシャルワーカーへの信頼はなか
ったですが、「LTSCソーシャルワーカ
ー」が韓国語で話しているのを聞いて、
もう一度助けを求めたいと思った」と
彼女は言います。

韓国語を話すLTSCのソーシャルワー
カーの一人であるハイ・ウーがケリー
に対応し、言語の壁を取り除いてくれ
ました感じさせないようにしました。そ

クライアントのお
世話を全てひっく
るめて提供する

して安全な仮設住宅を確保し、住宅申
請を支援、家賃の債務救済をし、メン
タルヘルス療法を提供をしてくれまし
たしました。ケリーは、「私は本当にハ
イ・ウーには感謝しています。彼女は私
を家族のように気にかけてくれ、長年
の鬱病を乗り越えられそうです。」「よ
うやく自分を助けてくれる人ができた
と感じます」と言います。

その5か月後には、新たな喜びを感じ
ます。「私は再び自信を持つことがで
きています。LTSCは、私に人生を楽し
み、目的を見出す勇気を与えてくれま
した」とケリーは言います。彼女は販売
用の工芸品を作り始め、できればそれ
を販売できればと思っています。また
歌も、再び歌い始め、ました。つい最近
は地元の高齢者向けの歌唱コンテス
トに参加し、14年ぶりに歌い、そこで2
位になりました。

「多くの人に私の体験談を聞いてもら
い、同じようにサポートを求める得ら
れるように促したいのです。弱いところ
をみを見せることは難しいかもしれま
せんが、希望をもって、あきらめないで
ほしいのです！以前は孤立して怖がっ
て、恐れていましたが、LTSCと出会っ
てから私の人生は良くなりました。」
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「私たちは、住宅からメンタルヘルスサービス、そしてそれに
至るまでの全てのニーズに答えるを満たすことができるよう、
利用可能な全てのリソースを知るよう努めています。LTSCは
そういう意味で非常にユニークなところですです。」
—‐LTSCソーシャルワーカー、ハイ・ウー・リー

< Kelly Pictured with Social worker, Hi-Woo



長年カサ・ヘイワに暮らしてきたアンド
リュー・ヘルナンデスにとって、LTSC
は家族のようなものです。アンドリュ
ーの祖母と母が2002年にここに越し
てきて以来、家族3世代でLTSCのレ
ジデントプログラミングに積極的に参
加してきました。アンドリューと2人の
兄弟は、アフタースクールおよびメン
ターシッププログラムで、学校の勉強
と成長の支援を受けました。彼の母親
は、LTSCの所得税確定申告サービス
や家計管理のワークショップを受け、
祖母はシニアアクティビティプログラ
ムに参加することで社会とのつながり
を保っています。「引っ越してきた当時
は、ただ住んでいるように感じていまし
たが、人と知り合いプログラムに参加
するようになってからは自分がもっと
オープンになって、人生の課題に対処
できる力を得られるようになりました。
」とアンドリューは言います。

「LTSCはいつでも私たちのためにあ
ります。家族のようにいつも見守ってく
れるのです。」とアンドリューは振り返
ります。「私たちがコロナウイルスに感
染したとき、特に母と祖母にとっては
最悪でしたが、「LTSCレジデントサー

住民がコミュニティ
のリーダーになれる
ようにする

ビスディレクター」のナンシーは、私た
ちに温かい食事を受け取れるよう申請
してくれました。姉と私が全て料理して
いたので、調理済みのお惣菜をもらえ
たのは本当に助かりました。」

LTSCプログラムが自分の家族や近所
の人に与えた影響を見て育ったアンド
リューは、恩返しがしたいと思うように
なりました。アフタースクールプログラ
ムでは、若い学生を指導し、可能な限
り住民のイベントをサポートし続けま
した。また、コミュニティアクションチー
ムのカサ・ヘイワ代表として指導的立
場になりました。コミュニティアクショ
ンチームは、LTSCビルの住民の関係
者グループであり、コミュニティ内の懸
念を浮き彫りにし、それを改善するた
めのアイデアを共有しています。「自分
がサポートをする側になり、違いを生
み出し、コミュニティをより良い場所に
していると思えるのは心温まるものが
あります。もっと早く参加できていたら
良かったのに。」と言います。

アンドリューは現在、マウントセントメ
アリーズ大学の一年生であり、看護学
の学位を取得し、他人を助けることに
情熱を注いでいます。

「アンドリューが、青少年プログラムの子供から10代のメン
ター、そして近所の若者のリーダーに成長するのをみるのは
本当にやりがいがあります。これが自分の仕事を愛する理由
です。私たちは住人の成功をサポートするためのツールを提
供しています。」
— ‐LTSCレジデントサービスディレクター、ナンシー・アルカラス
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アンドリューヘルナンデス、そ
の母親と祖母と一緒の写真
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